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外国人年少者の日本語教育と母語保持のための  
物語世界の体験タスク  
岡 崎 敏 雄  
1．はじめに  
前稿で外国人年少者のIl本譜教育と言語保持をめぐって，生清言語を基礎と  
した学習言語の習得のデザインの特徴とねらいについて論じた。本稿は，節一  
にそれに基づき，前稲デザインの詳細について論ずる。節二に，これらデザイ  
ンで学習者が体験する学習を，学習支援者が自ら体験して研修する物締＝上押の  
体験タスクの枠縦みと艮体的形態を述べる。  
2．生活言語を基礎とした学習言語の習得のデザイン  
…なぜ絵物語を学習形態とするか－   
絵物語を学習形態として耽り＿1二げる場合，次の長所が確保される順11参照）rJ   
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外国人隼少昔のIJ本語数育と樟語保拍のための  
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1）笹（図2 言語発達モデルの中の左向き矢印「文脈の助けを借りてなされ   
るコミュニケーション」）の中に登場する基経些旦を空け認知上の要求が   
低い」図2上向き矢印＝生活言語の特徴）を織り込んだ語りや読みができ，   
文字通り生酒貫帯叩獲得できる。［往：言語能力は図2の生活言語   
能力を出発点とし，a，b2つのコースを辿って学習言語能力の獲得へと   
進む］  
図2 言語能力発達モデル  
認知上の要求の低いコミュニケーション  
（＝余り考えることを必要としないコミュニケーション）  
丑l   か  てなされるコミユ  
ども含むやり取り）  
認知上の要求の高いコミュニケーション  
（＝考える力を必要とするコミュニケーション）  
2）身の回りの生活上のものを絵のり1に登場させることが容易で，（それと）   
子供が生活経験と結び付けやすくなる。従って，自己のスキ「子の講壇匙   
がしやすい。さらに感情移入がしやすく，一l好意面の発達の場を確保するこ  
とができるr〕  
3）文字で示された語・文・文章の意味が，絵と結び付けて考えやすくなる。   
未知譜の意味の推測がしやすく，理解のためのキューとして絵を使うこと  
ができる．〕従って文字の導入をスムーズに行なうことができる。  
4）絵がし  、わゆる先行オーガナイザー（聴いたり読んだりする内容を組み立て   
て考える助け）としての機能を発抑し，理解を肋ける′」特に次に展開する   
内界の予測をしやすくする‖  
5）絵で示されるため登場人物に対する親しみやすさを覚えやすく，それを媒   
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介として感情移入が容易になる。また，そのことが学習者同士を結び付け  
やすくする。例えば，皆が知っている  あの人物のあの顔という共有のイメ  
－ジを持つことができる。これは皆であれを勉強しているという生活の中  
の一体感というかけがえのないものを生み出す。  この→・体感は，母語の生   
箪貫琶聯畢を子供たち主導で読卑準壁廻 
り出す基礎となる。  
6）文章が長くなる上叔レベルの文章を読む際にイメージが作りやすくなる。   
絵の比重の大きい基礎レベル・中級レベルで一貫して登場人物やその背景   
などがイメージとしてできあがっており，上級になって文章が内容埋僻の   
大きな比重を占めるようになった時，できあがっている明確なイメージを   
媒介として，上級固有のイメージを作り上げやすくなる。文章理解の研究   
では，卿にイメージを作り上げることができることは，試みの力に貢  
献する最も重要な要因の仰一つであることがはっきり示されている。  
7）生活言語が多用されている素材のため，既に語が表わすもの自体を経験上   
製ユ三脚，阜れ岬ことが容  
易になる。既知の語ではない場合には，語自体を知ることと文字化の両方   
の認知的な負塑を新たに持つことになり，学ぶ負担が大きくなる。   
3．生活言語を出発点とした学習言語の養成過程を体験する：  
物語世界の体験タスク  
一日本語・母語相互育成学習：生活言語活用型学習による  
横軸方向の促進と縦軸方向の促進の体験   
次の4つのステップ（（1）物語の初読み体験タスク～軸自己形成質問タイプの  
体厳タスク）を踏んで進める「物語世界の体験タスク」は，これを体験する学  
習支援者それぞれが，生活言語を出発点として学習言語をどのようにして養成  
していくかを自分なりに体験し考えていくためのものである。これを通して各  
人なりに物語世界をイメージし，その中で子供が楽しみながら学習言語を身に  
つけていけるような世界をまず自分が二歩「歩かたちづくってぃくことを廿指  
す（固3（l）参照）。特に，各タスクをするたびに，自分の体験したこと，また  
「子供たちがどんな体験や印象を持つだろうか」を分析していくことによって  
物語世界をより深く味わっていく。   
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（1）物語世界の体験Ⅰ：読み方タイプの体験  
A．物語のシリーズの登場人物   
男女の双子チップとビフ，その弟キッパー，その父母，飼い犬フロッピー，  
友人ウイルフとウイルマー  
B．初音売み体験タスク   
物語「起きる」（文字なし）   
「起きる」の各ページの絵をじっくり見て「絵を読んで」みる。各ページを  
じっくり見て，登場人物の細かい表現や仕草，脇役のようす，さり気なく置か  
れているものなど紺かいところに目を配りながら各ページ1分間目を留め，細  
かく見て主人公の気持ちになりきるつもりで「読んで」いく。どんな印象を持  
ったか，読み手となる子供がどんな感じを持つかを考える。そしてそれを一言  
か二言で言い表してみる。「物語世界」の各自中原眉になる重要な第一歩であ  
る。  
C暮 ナラティブ体験タスク   
物語を読む場合，次の7つのタイプの進め方があり，それぞれ特色を持つ。  
図4 物語の読み方－7つのタイプの進め方   
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えることで進めていく。後に母語の生活言語で絵物語を読み進める   
時の学習を，子供主体で進める協働学習の力を身につけていく過稗   
としても重安な形式である。次の子供先導・まとめタイプ・子供ペ   
アタイプの二つも同じで，この2つを組み合わせて3段階のステッ  
プをなすものである。  
その意味で， この3段階のステップは日本語の生活言語で絵物語を読   
み進めながら獲得していくべき学習の仕方の中核をなすものであ   
る。母語の生活言語で絵物語を読み進めるときには，主に子供自身   
がこの3つのタイプで中心的な役割を担って進めることになる。  
5）子供先導・まとめタイプ：学習支接着の代わりに王些ゼ質問を投げ   
かけたり，知りたいことがないかの自発を促したりするリーダー役  
を務める－、基本的には…一人がリーダーを務めるが，サブを置いて協  
力して質問を投げかけたりリーダー以外の子供の質問を促したりす  
ることで進めていく。学習支授者は基本的に見守る役で，何かあっ  
たときに補助をするにとどめる。  
6）子供ペアタイプ  二人のペアの子供の問で質問の投げかけ，質問の   
促しを行なう。また，再話を経厳した後では，け方がナラティプを   
して進めていく。支授者はそれぞれのペアの子供たちがやっている   
のを見！、アり，アドバイスが必要なときには求めに応じ，また，うま  
く進まない場合は補助に入る。  
7）独立読み・レポートタイプ：これは一人一人が読んで，その後読ん  
だ結果の何らかのポイントに絞ってペア，グループ，全体あるいは  
文枝者と1対1でレポートをする。  
a－ ナラティブ緩売み聞かせ）のためのお話のメモを書いてみるタスク   
ここではナラティブ・質問投げかけ・自己形成質問の各タイプをたどる。   
物語「起きる」を使って，各ページの歴を卓上長子供に話すつもりでお前を  
するとしたらどのような点について触れていくかを箇条書きでメモを取る。〕上  
でやった初読みで心に浮かんだことをできるだけ盛り込む。「想像によって生  
まれる質問も」書くことで新たな注目点が生まれ，「物語世界」が広がり始也  
る・   
事後タスク：メモを書いてみて，初読みをしたときと何か違う印象阜新たに  
持ったか；ナ供たちはどのようなことを感ずると思うかについても何かが変わ   
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ったか考える。   
パートナーに相互報告＋全体報告。  
b．ナラティブの実施と聴く体験タスク   
バートナーを相手に，上で書いたお訪のメモをもとにお話をする。各自で持  
っている「お話」のスタイルでできるだけ「お話」らしく行なう。   
事後タスク：お互いにお話をし合った後パートナーの側はどのような印象を  
持ったかを相互に報告し合う。話す側からの「物語世界」，聴く側での「物語  
世界」の酢を旦る。このような「分析」が物蔓些  
界をより深く味わい，また新たな光を当てる。  
D．問いの投げかけタイプの体験タスク   
物語「起きる」（再掲）：パートナーは別の物語「何て悪い犬なんだ」でタ  
スクを行う。  
a．投げかける問いの例を聞いてみる（「起きる」タイトルページと1～3ペ  
ージ）   
投げかける問いというものについて実際の例を聴いて具体的に考える素材と  
する。  
タイトルページ：タイトルは「起きる」です。これは誰でしょう。そうですね。  
キッパーですね。キッパーの顔を見てください。これはどんな顔なんでし  
ょうね。どんな話が始まるか考えて見てください。どんな話かな。  
p．1：おや－，キッパーは歯を磨いてますね。もう一人の男の子は誰でしょう。  
そうですね。チップですね。犬のフロッピーがいますね。フロッピーは何  
を考えているんでしょうね。次にどんなページが来るんでしょうね。  
p．2：おっ，これはキッパーですね。向こうにいる二人は誰でしょう。キッパー  
の顔はどんな顔なんでしょうね。犬は何を考えているんでしょう。ビフと  
チップは何をしているんでしょう。ビフがキッパーに何か話しかけたとし  
たらどんなことでしょうね。次にどんなページが来るんでしょうね。  
b．投げかける問いを書いてみる（改めて物語「起きる」のp．1～最終ページ）   
事後タスク：自分で書いてみて，ナラティブの時の体験と比べて子供はどん  
な逼った点を感じるか；どんな新しい経験をするか。その答えを自分で書く。  
c．問いの投げかけタイプ実施体験タスク   
山一人のパートナーを相手に開いの投げかけをし，（聴き手になった時は）そ  
れに答える経験をする（お互いに）。聴き手になって話し手の問いに答えるこ   
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とで，［参卿■す卿旦。   
事後タスク1：パートナーの実施を聞いてナラティブタイブと比べてどんな  
違う点を感じたか，また子供はどんな違う点を感じるか各自メモを取り，相互  
にレポートする。   
事後タスク2：どんなタイプの質問があったか，質問をいくつかのタイプに  
分ける（例えば登場人物の気持ちに関する問い－ この出来事が起こったと  
き，この場面で何を考えているか，および自分の経験，行動の理由など）。  
E．自己形成質問タイプの経験タスク   
物語「熊さんの落とし物」（文字なし）；パートナーは「蚤の市」を使う。  
a．自己形成質問を聞いてみる：考えて，その筈えを書いてみる   
じっくり各ページの絵を見て「初読み」をした後，次の例を聞く。下のうち  
下線部分が自己形成質問をするように呼びかける問いかけである。これに応じ  
て読み手の子供が「こういうことはどうなってるんだろう」と思うところを質  
問として提出し，その答えを骨で考えるのが自己形成質問，つまり子供が自分  
の方で知りたいと思うことを考えて作る質問である。子供たちに向かって実際  
に行なうときには，じっくり絵を見る時間をたっぷり取って「想像によって生  
まれる質問」が山て来るのを待って進める。  
b．自己形成質問を書いてみる：投げかける問いと共に（物語「熊さんの落と  
し物」のp．4…最終ページ；蚤の市は全ページ）  
注：この話の最後から2番目のページの絵に描いてある「落とし物」の二丈字が   
何を意味するかは教えてやる形で進める。文字の読み方を教えるのではな  
く，それが何を意味するかだけにとどめる。   
物語によっては，全体の中で子供が感情移入しやすい場面などの子ノ供の問  
いが出やすいページを選んで問いを投げかける。  
子供から出やすい質問としては次のタイプがある。   
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1．感情移入：登場人物はこの出来事・場面でどのように感じているか。  
2．次の予測：次のページでどうなるか。物語の結末はどうなるか。  
3．行動の理由・原因：（この人物は）なぜこういう行動をとったか。（自  
体が）なぜこのようなことになったか。   
事後タスク：ナラティブや投げかける聞いと比べて子供たちはどんな違った  
新たな軽験をするか。各自メモを取る。  
c．自己形成質問タイプ実施体験タスク（パートナーと相互に）   
事後タスク：パートナーの実施を問いてナラティプや投げかけタイプと適う  
どんな体験をしたかをお互いに報告し合う。   
どんなタイプの質問が出たかを大まかに分類する。  
3．結語  
生活言語を基礎とした学習言語の習得のデザインの詳細と，そのデザインの  
基礎をなす物語世界の体験タスクの枠組みおよび具体的形態について論じた。  
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